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効用の種類 物理・化学作用による環境改善効果（有害紫外線防御機能）

タイトル
樹種と階層構造が異なる樹林地と単木の有害紫外線防御機能について

概　　　容

　1984年のオソｙホールの発見に伴い，紫外線の人体に対する有害性が認識され始めた。
高齢化が進み，屋外活動時間が増加するほどＵＶ－Ｂ防御の必要性は高まるため，都市
生活者の健康増進の場として活用される都市公園緑地も、紫外線を配慮した植栽設計や
公園利用形態への対応が求められる。
　日傘や帽子あるいはサンスクリーンなどの使用では十分に遮蔽しきれない紫外線を、継
続的かつ経済的に遮蔽するプロテクターとしての植物キャノピーの紫外線防御機能を実測
から定量的に算出した結果、樹冠が高い位置で太陽放射を遮蔽する高木樹林の紫外線
防御機能は非常に高く、人工的な建造物以上の遮蔽効果が得られた。
　また、イチ・ウ並木の比較から同じ樹種でも南北並木よりも東西並木の方が効果的に紫
外線を遮蔽すること。サクラ単木とサクラ樹林の比較からＵＶ遮蔽率が低い単木でも樹林
になるとＵＶ遮蔽率が顕著に増大することが明らかになった。

内　　　容 1　測定対象樹林の概要
　研究対象地は東京都立川市の北西に位置する国営昭和記念公園内に点在する樹種や
階層構造が異なる樹林地と草地である。図１に測定対象樹林（Ａ～Ｋ）と比較対照地（Ｌz芝
地）および、単木（Ｍ～Ｖ）と比較対照地（Ｗ:必ずまや、Ｘ:藤棚）の位置を示す。
　今回は自視で階層構造や植生に特徴が見られ，環境も異なると判断された地点で２分
間停留して日射量とＵＶ量測定を行なった。ＧＰ８の記録データでは，ある時刻における位
置（緯度，経度，標高）が解読可能である。今回は測位データを航空写真と重ねあわせ，
測定対象樹林と測定対象単木の位置を把握した。

1



２　樹林と単木による日射および紫外線防御率機能
　表４、表５に、天空率、日射量、ＵＶ-Ａ量, UV-B量と遮蔽率を示す。結果から、最も有害と
されるＵＶ-Ｂ遮蔽率が高い樹林は表４の＊アスタリスクで示した樹林Ａ（常緑高木２層
林）、樹林（ササ林）、樹林Ｂ（落葉高木単層林）、樹林Ｇ（サクラ樹林）であり、いずれの樹
林も90％以上のUV-Bを遮蔽し、樹林Ｄ（常緑高木単層林）でも90％近くUV-Bが遮蔽され
た。一方、 UV-B遮蔽率が低い樹林は表４に＊＊アスタリスク２つで示す樹林Ｃ（落葉高木
単層疎林、樹林Ｊ（ホオノキ東西並木）、樹林Ｋ（イチョウ南北並木）では30％程度のUV-B
が透過していた。以上の結果と表１から、高木が多い樹林のＵＶ-Ｂ遮蔽率が高い傾向が
示唆された。
　UV-Aの遮載率についてもほぼ同様の傾向で。樹林Ａ，樹林l.樹林Ｈ（竹林）が99％のUV-
Aを遮蔽し，次いで，樹林Ｇ，樹林Ｄ．樹林Ｂの順に遮蔽効果が高く、いずれも97％程度の
遮蔽率であった。樹林Ｃ（落葉高木単層疎林）、樹林Ｊ（トチノキ東西並木）と樹林Ｋ（イチョ
ウの南北並木）を除く全ての樹林で90％以上のＵＶ-Ａ遮蔽効果が認められた。
　日射よりもUV-Bは遮蔽し難く、 UV-Aは遮蔽し易いという傾向は、可視光やUV-Aは直達
が多いが、ＵＶ-Ｂは散乱光が大部分を示すことに起因すると思われる。樹林Ｃ、樹林J、樹
林Ｋ、樹林Ｌでは日射よりもUV-B,  UV-A両方の遮蔽牢が低かった。立木密度がほぼ同じ
樹林Ｆと樹林Ｊでも天空率の差で日射量、紫外線量の遮蔽効果が異なり、樹種が同じでも
樹林Ｆの方が樹林Ｋよりも天空寧とUV-A,  UV-Bは高く，日射遮遮蔽率は低かった。立木
密度が同じ樹林Ｃと樹林Ｋでは、高木が多い樹林Ｋの効果が大きく、高木２層林の樹林Ｆ
は、単屑林の樹林Ｃよりも立木密度が小さいが遮蔽効果は大きいなど、密度よりも階屑構
造や配列による差が大きいという知見が得られた。
　単木ではキンモクセイだけか人工的な遮蔽物のあずまやよりもＵＶ-Ｂ遮蔽効果が大き
く、ソメイヨシノ、ハナミズキ、サルスベリのように天空率の大きい、つまり枝葉の密度の粗
い樹種のUV-B防御機能は低かった。UV-Aについてはケヤキ（Ｒ）とキンモクセイ（Ｖ）と藤
棚が、あずまやよりも高い防御機能を有していた。特にみんなの原っぱ中央の12m以上の
ヒマラヤシーダやケヤキは，樹林に匹敵するＵＶ防御効果であった。
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また、表６は樹幹からの距離とＵＶ景の減衰の測定結果であるが，樹幹直下のＵＶ量を１と
した場合、各地点のＵＶ似は樹幹からの距離に比例し、特にUV-Aの増加割合が大きいこ
と、すなわち、幹直下で直達成分の大きいUV-Aの遮蔽率が高まることと、高木樹冠が最も
有害なUV-Bを広範囲にわたり遮蔽していることか明らかになった。
　以上の結果から，樹林地や単木（高木）の陰が、サンスクリーンや日傘よりも広範囲かつ
持続的、経済的に紫外線を防御し、健康被害を予防するフィルター機能を有するという知
見が得られた。
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